[bookmark: _Hlk218848303]鳥取市生活保護システム更新に関する情報提供依頼（RFI）実施要領

1．趣旨・背景
[bookmark: _Hlk218850938]鳥取市（以下「本市」という。）は、地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和3年法律第40号）に基づき、標準準拠システムへの全庁的な移行を推進しております。
対象となる20業務のうち、住民基本台帳をはじめとした18業務については、現行システムの利用期限等を考慮し、「令和10年12月末までに移行完了、令和11年1月本稼働」に向けた取り組みを進めているところです。
一方、現行の生活保護システムは他の基幹系業務よりサポート終了期限が早く、令和9年3月までに標準準拠システムへ移行（必要に応じて暫定移行を含む）する必要があります。
本RFIは、安全かつ確実な移行の実現に向け、標準準拠対応状況、移行方法、コスト・スケジュール等の情報をご提供いただき、今後の仕様書作成、費用見積、移行計画策定の参考とすることを目的とします。

2．RFIの概要

(ア) 実施者
鳥取市 福祉部 生活福祉課
(イ) 対象業務
生活保護業務（標準準拠システムへの移行および関連するデータ移行・連携・運用保守に係る情報提供）
(ウ) 提出期限
令和8年２月１０日（火）　17時必着
(エ) 提出方法
電子メール（容量上限5MB。超過時は分割送付またはオンラインストレージの利用を可とします。オンラインストレージ利用時は、ダウンロード期限を提出期限の7日後以降に設定してください。パスワードは別送としてください。）
(オ) 提出先
[bookmark: _Hlk218851578]鳥取市役所 福祉部 生活福祉課
メール：fukushi@city.tottori.lg.jp
件名：【RFI提出】生活保護システム標準準拠_事業者名_yyyymmdd
連絡先：〒680-8571 鳥取県鳥取市幸町71番地
電話：0857-20-3472、3473（担当：田中康、山根）
(カ) 添付・様式
[bookmark: _Hlk218851425]・生活保護業務RFI回答フォーマット.xlsx
・参考資料（任意：移行計画、システム概要、実績紹介 など）
(キ) 質疑応答
受付期間：鳥取市公式ウェブサイト掲載後〜令和８年2月2日（月）１２時まで
提出方法：メール（件名冒頭に【RFI質問】を付与）
回答方法：FAQとして一括配布（個別社名は伏せて共有）
(ク) 取扱い
提出物は本RFIの目的（仕様検討、見積・計画の検討）にのみ使用します。

3．提供依頼事項
以下の項目について、具体的かつ詳細な情報提供をお願いします。各項目は見出しごとに番号を付し、可能な限り数値・図表・根拠資料を添付してください。略語は初出時に定義してください（例：RFI＝情報提供依頼、RFP＝提案依頼書、SLA＝サービスレベル合意）。

(ア) システム概要
① 提供可能なシステム機能概要
② 他自治体での導入実績・事例（自治体規模、稼働開始時期、標準準拠の有無を明記）
※提案しようとしているシステムについての導入実績についても、同様に明記（導入予定を含む）
③ 標準仕様への準拠状況とカスタマイズの可否（標準との差異一覧、適合率、今後の対応ロードマップ）
(イ) 移行方法・スケジュール
前提：データ移行は回答事業者が主体的に計画・実施し、現行システムが提供するデータ形式を標準データリスト形式へ変換する要件を含むものとします。
① 現行システムからの移行方法（データ移行手法、クレンジング、マッピング方針、試行移行回数）
② 移行スケジュール案（主要マイルストーン、クリティカルパス、並行稼働・段階移行の可否）
③ 移行に伴うリスクと対策（発生確率・影響度・緩和策、発注者側に求める前提）
(ウ) システム構成・技術要件
① 令和11年1月の本稼働はガバメントクラウド必須とします。
ただし、令和9年4月〜令和10年12月は、ガバメントクラウドまたは閉域接続IaaSで構築し、本稼働時に移行する「リフト&シフト（Lift & Shift）」も可とします。後者の場合はコストメリット等の客観的根拠資料を提出してください。
② ハードウェア・ソフトウェア要件（性能要件、スケーラビリティ、冗長化）
③ 通信・ネットワーク要件（LGWAN、インターネット接続の分離方針 等）
④ セキュリティ対策（認証・認可、暗号化、監査ログ、脆弱性管理、BCP/DR、RPO/RTO、法令・基準準拠）
⑤ クライアント端末（39台）については、令和8年度導入機器（参考：FUJITSU ESPRIMO G6014）を継続利用するため、端末経費は積算不要であるが、端末セットアップ経費は必要に応じて積算すること。
(エ) 費用見積
① 初期導入費用及び詳細内訳（ライセンス・環境・移行・教育・設定／開発 等）について、補助金対象額の判別が可能な形で提示すること
② 運用保守費用及び詳細内訳（年間、アップデート、監視、保守区分）
③ 長期的なTCO（総所有コスト）の試算（前提条件・レンジ提示可、価格増減要因の明示）
(オ) サポート体制
① 導入・移行時のサポート体制（体制図、SPOC、エスカレーション、対応時間）
② 運用開始後のサポート体制（SLA、障害対応、定例報告、問い合わせ対応）
③ 法制度改正時の対応方針と体制（リードタイム、費用発生有無）
(カ) 生活保護業務後の19業務に関する考慮
① 生活保護業務の稼働後に他の19業務を稼働させる際の考慮事項（順次展開計画、影響範囲）【「19業務」とは、標準準拠システム対象20業務から生活保護システムを除いたものを指す】
② 他業務との連携における技術的な工夫と課題（標準API、データ連携方式）
③ 当初稼働時（令和9年4月）は、現行の住基システムとのデータ連携、19業務の標準化対応時（令和11年1月）に、標準化対応後のシステムのデータ連携
(キ) ネットワーク事業者との調整
① ネットワーク事業者との円滑な調整を行うための具体的な工夫（責任分界点、手順、リードタイム）
② ネットワークインフラの最適化に関する提案（帯域設計、冗長化）
(ク) その他
① レセプト管理システムとの連携により業務効率化が見込める場合はその旨の提案
② システム標準化によるBPR、ペーパレス等による効率化の提案
③ 他自治体での事例を踏まえた、本市の生活保護業務に関する具体的な提案・助言（運用効率化、内部統制、アクセシビリティ）
④ 最高裁判所判決に伴う保護費の追加支給業務に関する対応(データ抽出・移行等)および経費についての提案

4．現行システム
(1) 現行システム名称
	項番
	業務名
	システム名
	システムベンダ名

	１
	生活保護
	生活保護システム　ふれあい
	北日本コンピューターサービス株式会社


(2) 関連システム
	項番
	業務名
	システム名
	システムベンダ名

	１
	住民基本台帳システム
	MISALIO
	富士通Japan株式会社

	２
	レセプト管理
	RezeptPlus
（レセプトプラス）
	富士通Japan株式会社



(3) 現行システム利用環境
① システム利用職員数　39名（令和７年度時点）

② 現行システムハードウェア
・本項目は参考情報としてご参照ください。
・医療扶助のオンライン資格確認に利用する統合専用端末については現行のものを利用する方針です。
・レセプト管理システムについては現行システムを利用する方針です。
生活保護システム
	項番
	項目
	数量
	備考

	１
	システムサーバー
	2台
	データセンター設置

	２
	デスクトップパソコン
	39台
	項番１のクライアント端末として使用。

	３
	プリンタ
	4台
	



レセプト管理システム
	項番
	項目
	数量
	備考

	１
	ノートパソコン
	1台
	



③ 現行ネットワーク
　　　　 　・生活保護システム：住民情報系
　　　　 　・レセプト管理システム：LGWAN系

5．回答フォーマット
回答は、別添の回答フォーマット（Excel形式）を使用してください。補足資料（図・構成図・ガントチャート等）は別紙で添付可とします。ただし本文との対応関係を明記してください。
ファイル名例：生活保護業務RFI回答フォーマット_事業者名_yyyymmdd.xlsx

6．留意事項
・本RFIは情報収集を目的としており、この結果のみをもって事業者選定を行うものではありません。
・提供いただいた情報は、今後の調達仕様書作成や予算編成の参考とさせていただきます。
・必要に応じて、追加の質問や説明を依頼する場合があります。
・提出いただいた資料は返却いたしません。
・提出いただいた情報は、本市の生活保護業務に関する検討以外の目的には使用いたしません。
・本RFIへの参加・不参加が、今後の調達における評価に影響することはありません。
・本RFIへの回答に要する費用は、回答者の負担とします。
・秘密情報・個人情報の取扱いについては、提出前に機微情報のマスキングまたは別送の取扱い方針を提示してください。

[bookmark: _Hlk218851649]7．今後のスケジュール（予定）
RFI公表：令和8年1月19日（月）
回答提出期限：令和８年2月1０日（火）
ヒアリング（必要に応じて）：令和8年1月下旬～２月上旬
RFP公表（予定）：令和8年4月上旬
※日付は決定次第、正式通知します。
